
（別紙３）

～ 2025年　3月　20日

（対象者数） 8 （回答者数） 2

～ 2025年　3月　22日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 オンラインでの相談も可能である事を周知していきたい。

2
マンネリ化を予防する為、定期的にスタッフに対して研修を
受ける機会を設けていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
施設として取り組んできた地域療育活動の中に、そういった
場を作っていけたらと思っています。

2

3

保護者の方と話をする時間が十分にとれている事
保護者の方からスタッフへ話しやすい雰囲気を作りたいと心掛
けています。

一人一人に合わせた固定化しないプログラム
保護者の方からお話をお伺いし、スタッフ間で話し合い計画、
プログラム内容を考え実施している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流
個別療育の形をとっている為、保護者同士が関わる機会がな
い。

2025年　3月　19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　26日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 吉野学園　ＭＵＫＵ

○保護者評価実施期間 2025年　3月　6日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表 ＭＵＫＵ（児童発達支援）


